
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 20年８月 
美唄市地域経営室 

地域応援チーム 
モデル地区 
活動報告 
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モデル地区の活動経過 

地 区 名  進徳東団地町内会 

世 帯 数 110世帯 

地域の特性 ・市営住宅の入居者で構成 ・入退去者が多い 

地域の困りごと  防犯対策、子ども会の活性化 

■解決のための方策（処方箋） 
 ◆防犯対策 
  ・他の事例（自主防犯活動など）の情報提供、警察署等との事前協議が必要。 
  ・町内での可能な活動範囲を決める。 
 ◆子ども会 
  ・他の地域の子ども会行事の情報提供（内容・予算など）が必要 
  ・町内での可能な活動範囲を決める。 
 ◆その他 
  ・子ども会活動には、子どものいる家庭を把握するため、町内会名簿が必要。 
  ・名簿作成に当たり個人情報の取扱いを決め、会員の事前了解を得る。 

■活動経過 

 進徳東団地町内会  

19年９月 地域応援チームの打合せ 
  11月 町内役員会で地域応援チームの説明 
20年３月 地域応援チームと打合せ 
  ４月 美唄警察署と防犯講習会の協議 
  ５月 防犯講習会の実施 
     「市内の犯罪状況と防犯について」 
      講師 美唄警察署生活交通安全課 中島氏 

      町内会会員 21名参加 
  ６月 町内の子ども、高齢者を把握するため 
     町内名簿を作成開始 
  ７月 町内名簿作成（役員用） 

 地域応援チーム  

 地域応援のチーム説明、困りごとを確認。 
 地域応援チームが出向き、説明。 
 
 町内名簿作成・防犯勉強会の開催について打合せ 
 防犯勉強会の開催向け警察署と事前協議 
 講習会に参加 
 
 
 回覧文書の打合せ 

■今後の方向 
 ◆防犯対策 
  パトロール、声かけなどの実施を検討中。 
 ◆子ども会 
  子どものいる家庭を把握し、多くの子どもたちが参加できる行事を検討する。 
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地 区 名  第 1連合町内会 

世 帯 数  172世帯 

地域の特色 ・6町内会による連合町内・国道 12号線をはさむ街中にある 

地域の困りごと  公園の活用、防犯対策 

■解決のための方策（処方箋） 

 ◆公園の活用 
  ・土地は、市有地であるため、使用条件の確認が必要。 
    市は公園で利用することとして無償貸与・・・公園にしか使用できない。 
    隣接する民地は水田作業に使用している 
  ・壊れた遊具の撤去が必要。 
  ・新たな公園利用の方法と管理体制について、町内との協議が必要。 
 ◆防犯対策 
  ・他の事例（自主防犯活動など）の情報提供、警察署等との事前協議が必要。 
  ・町内での可能な活動範囲を決める。 

■活動経過 

 第１連合町内会  

19年９月 地域応援チームと打合せ 
  10月 地域応援チームと打合せ 
  1１月 老朽化した公園遊具撤去 

 

 地域応援チーム  

 地域応援チーム説明、困りごとの確認 
 公園用地関係の資料・防犯の資料提供、説明 
（他地域の防犯取組状況など） 

■今後の方向 

 ◆公園の活用 
  地域に親しめる公園づくりを町内会・地域応援チームとで協議していく。 
  ～花壇づくり、公園の命名と看板設置、町内会行事での活用など 
 ◆防犯対策 
  悪質な訪問販売や振込み詐欺などに関する講習会を開催する。 
  町内会でできる防犯活動を協議していく。 
 



 - 3 -

地 区 名  南美唄上２条１丁目団地町内会 

世 帯 数  34世帯 

地域の特性 ・S50年代に分譲された住宅団地・市外からの転入者が多い 

地域の困りごと  防犯対策、高齢者世帯と子どもへの支援 

■解決のための方策（処方箋） 

 ◆防犯対策 
  ・防犯の取組み事例の情報提供が必要。 
  ・自主防犯活動の調査、関係機関との事前協議が必要。 
  ・可能な活動範囲などの協議が必要。 
 ◆高齢者世帯への支援 
  ・他の町内での高齢世帯に対する活動の情報提供が必要。 
  ・可能な活動範囲などの協議が必要。 
 ◆子どもへの支援 
  ・他の町内での子どもがいる世帯に対する活動の情報提供が必要。 
  ・可能な活動範囲などの協議が必要。 
 ◆その他 
  ・高齢者・子どもへの支援活動のために、町内会名簿が必要。 
  ・名簿作成に当たり個人情報の取扱いを決め、会員の事前了解を得る。 

■活動経過 

 南美唄町上 2条１丁目団地町内会  

19年９月 地域応援チームと打合せ 
  11月 地域応援チームと打合せ 
 
 
20年２月 町内会名簿作成 

 地域応援チーム  

 地域応援のチーム説明、困りごとの確認 
 資料提供、説明 
（個人情報の取扱い、防犯・高齢者、子どもの会活動 
 情報など） 

■今後の方向 

 ◆防犯対策 
  講習会を開催し、町内会でできる防犯活動を協議していく。 
 ◆高齢者世帯、子どもへの支援 
  お年寄りや子どもが参加できる行事の検討をしていく。 
  他の町内との連携による子どもたちの登下校時の見守りの実施について検討する。 
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地域応援チームモデル地区の検証（まとめ） 

課題解決には、町内の役員会、総会などを経て実施するので時間がか

かります。 

① 

 

 
 
課題解決には1年では難しいため3～4年かけて進めると考えたほうが良いと思い
ます。 

 

町内会によっては、役員が 1年で交代するため、引き継ぎをうまくや

る必要があります。 

② 

 
 
 
 

 
地域と地域応援チームとの情報の共有、町内の引継ぎをうまく行い、お互いに活

動を継続する努力が必要です。 
 

地域応援チームと町内会長の連絡方法に工夫が必要です。 ③ 

 
 
町内会長さんも仕事や、その他の活動もあり日中は連絡がつかず、FAX、メール 
等の活用や曜日の選定など連絡方法を工夫すると良いと思います。 
 

可能な限り当面の目標を設定することが望ましい。 ④ 

 
先が見えないと活動が停滞しがちなので、小さくても目標の設定があるとはげみ

になります。 
 

どこまでできたか確認しながら進める。 ⑤ 

 
町内会長さんが一人で苦労されるのではなく、町内会全体で取り組み経過を確認

し合いながら進めると達成感が生まれると思います。 
 

 
 
 


